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２　医療・診療の「質」の向上へ
　　　　　　　　　　副院長　　駿田　直俊
　　開放型病院13周年記念公開講座

３　第１回市民公開講座を開催して
　　　　　　
４　第２回公開講座のお知らせ
　　　◆「足のむくみについて（下肢静脈瘤）」
　　　◆「ボコボコ血管（教えて看護師さん
　　　　　　　　　　　　どうしたらいい？）」　

５　素早い判断・治療に貢献！
　　      全自動化学発光免疫測定装置の導入

　　ボランティアコンサート！
　       和歌山工業高等専門学校　吹奏楽部♪

６　外来診療担当表（4月1日～）
　   職員募集のお知らせ！
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※受付時間 8:30～11:30 診療時間 8:30～17:00　　（急患についてはこの限りではありません）
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【当院の理念】

【患者の権利と義務】
◇患者の権利

1.良質で公平な医療を受けられる権利があります。
2.人格や価値観を尊重される権利があります。
3.診療に関して、十分な説明と情報を受ける権利があります。
4.治療法を選択できる権利があります。
5.病気の診断・治療・予後などに関して、他の医師の意見
（セカンドオピニオン）を聞くことができる権利があります。
6.個人情報を守られる権利があります。
7.貴方の診療記録の開示を求める権利があります。

◇患者の義務

1.ご自身の健康に関する情報を、できるだけ正確にお伝えください。
2.検査・治療は説明をうけ、十分な理解と納得の上で受けてください。
3.他の患者の治療や医療提供に支障を与えないように配慮してください。
4.医療費の支払い請求を受けたときは、遅滞なくお支払いください。

※和歌山病院は、「患者の権利宣言」（リスボン宣言）を尊重します。

　職員一同は、患者さまの権利と立場を
尊重し、地域と密着した「安心と信頼を
いただける病院」をめざします。
　本院は国が担うべき政策医療の専門病
院として、以下の疾患の診療に力を注い
でいます。

独立行政法人
国立病院機構

〒644-0044 和歌山県日高郡美浜町和田1138

　ホームページ　http：//www.wakayama-hosp.jp/
Tel 0738-22-3256 Fax 0738-23-3104和歌山病院

＜お問い合わせ＞

TEL 0738-22-3256（代表）

※夜間・休日は 0738-23-1506

FAX 0738-22-2008（地域医療連携室）

http://www.wakayama-hosp.jp/

独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構和歌⼭病院
〒644-0044 和歌山県日高郡美浜町和田1138

院 長／楠山 良雄 診療部長（内科系）／豊田 康誠

副院長／駿田 直俊 診療部長（外科系）／有本 潤司

呼吸器センター長／柳本 立太
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随時受付中
随時受付中
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『ARCHITECT アナライザーi1000』 

生理学主任 小原 典子

 

管理課長 羽山 清照

医療・診察の「質」の向上へ
副院長

駿田　直俊
　いつもより寒く長い冬が終わり、4月に入

りました。皆様の周りでも新しい人達を迎え、

新鮮な気持ちで日々過ごされていることと思い

ます。

　和歌山病院では、毎年新年度に入るにあた

り新しい病院目標を定め、職員全員がその

病院目標に沿った個人目標を作成し、職員

それぞれが同じ方向に進んでいきます。

　今年の病院目標の一つに「医療の質の向

上」があります。昨年度より、全国共通に

用いられている病院評価項目にのっとり、

さまざまな観点から評

価を行っており、今

年度はその実現へと向

かう1年となります。

患者様や地域の医療福

祉関係の方々にも満足

いただけるように、当

院および地域全体の

「医療の質」が向上するように取り組んで

まいります。皆様からのご意見もたくさん

いただければ幸いです。

　 地 域 医 療

連 携 の 一 環

と し て 当 院

が 紹 介 医 と

共 同 で 診 療

に当たる「開

放型病院」に

取 り 組 み 始

め て １ ３ 年

が経過しました。去る３月１０日に開催した記念

すべき１３周年の講演会には、和歌山県立医科大

学内科学第三講座准教授　南方良章先生をお迎え

し、「院内感染対策の基本的考え方」と題したご

講演を賜りました。当日は当院の開放型にご登録

いただいている診療所の先生方をはじめ院外より

１７名、当院職員３７名の、総数５４名と多数の

ご参加をいただきました。ありがとうございまし

た。

　開放型病院制度は、地域に根ざした医療の充実

をはかるため、診療所と病院の連携を深め、患者

様により安心して診療を受けていただける環境作

りを目的として始まりました。かかりつけ医であ

る診療所の先生から紹介いただき入院となった場

合、検査結果や診療方針をかかりつけ医との共有

や、かかりつけ医が当院へ来院し、直接患者様の

診察・指導などを行っておりますので、退院後も

安心して引き続きかかりつけ医の先生の診療を受

けていただけております。

　当院では今後とも地域の医療機関、施設との連

携を深め、地域に根ざした「安心と信頼をいただ

ける病院」であり続けるよう努力して参ります。

開放型病院事務局 小林 博之

　当院では、全自動免疫測定装置の更新に伴い、

新たに腫瘍マーカーやホルモンを測定できる全

自動化学発光免疫測定装置『ARCHITECTアナ

ライザーi1000』を導入しました。従来の感染

症項目（HBs－Ag、HBs－Ab、HCV、

TPAb、HIV－Ag/Ab等）や血中薬物濃度項目

（テオフィリン、シゴキシン、フェニトイン、

フェノバルビタール、カルバマゼピン、バルプ

ロ酸、バンコマイシン）に加え、肺がんの腫瘍

マーカーであるCEA、SCC、Pro－GRPや甲

状腺ホルモン（TSH、FT3、FT4）が測定可

能になりました。

　腫瘍マーカーはがん発生臓器と強い関連性を

持つ特徴があるため、血液中にこの物質が基準

値以上出たときはがんがあることが推測されま

す。確定診断はX線CTや血管造影などの画像診

断や生検などを統合して下されます。また、診

断が確定した後、

がんの進行程度の

判断や治療後の経

過観察、再発や転

移の発見に役立て

られています。

　甲状腺ホルモン

は分泌状態を見る

ことによって甲状腺の働きと異常（亢進症、低

下症）がわかります。動機や頻拍、息切れなど

の症状があるときは甲状腺ホルモンの過剰分泌

が原因で循環器疾患を引き起こしていることも

あります。

　和歌山病院では呼吸器疾患と循環器疾患の診

療に力を注いでいます。検査科では腫瘍マーカ

ーや甲状腺ホルモンを診察前検査として実施し、

素早い判断・治療に貢献しています。

　平成２４年２月１１日（土）に和歌山高専の

吹奏楽部によるコンサートを開催しました。吹

奏楽部顧問の河地先生率いる１１名の学生さん

達による演奏やサックスアンサンブル、クラリ

ネット&フルートアンサンブルなど、日頃の練

習の成果を十二分に発揮していただき、楽器の

説明もおもしろおかしく織り込みながら約１時

間演奏していただきました。患者様を含め５０

名を超える方々にご来場いただき、演奏やトー

クに聞き入りながら、楽しく心温まる一時を過

ごすことができました。今後もこのような患者

様の生活の質の向上の一貫として企画できたら

と思います。ご協力いただきました皆様に感謝

申し上げます。

-２- -５-

    全自動化学発光免疫測定装置

    ARCHITECTアナライザーi1000」導入!

素早い判断・治療に貢献！素早い判断・治療に貢献！素早い判断・治療に貢献！



 

経営企画室長 武永 幸一 

 

平成２４年２月４日（土）和歌山病院内研修棟にて、

近隣住民を対象とした 「第１回市民公開講座」を開

催いたしました。今回は１回目という事もあり、テー

マは皆さんに認知されている生活習慣病の「高血圧」

について講演することに決定し、楠山院長、西岡看護

師、須賀栄養管理室長の３名に講演をお願いしました。

また、講演以外にも血圧測

定、血管年齢測定や食品サ

ンプルの展示も行い、約２

時間半の楽しい講演になっ

たと思っています。 

今回は、開催方法、講演の進行、広報の方法、開催場 

所等手探りで始めた事もあり皆さんに上手く開催の

「お知らせ」が出来なかったかもしれません。特に「開

場」時間をお知らせ出来ていなかった事もあり、開演時

間少し前に来られた方が多く 開演前に実施した「血圧

次ページに「第2回市民公開講座のおしらせ」⇒

間少し前に来られた方が多く、開演前に実施した「血圧

測定、血管年齢測定」を受ける事が出来なかった皆様に

はご迷惑をおかけしました。そのため、講演終了後にも

う一度血圧測定等を実施させていただきました。来場さ 

れた全ての皆さんは受けていただけたのではないでし

ょうか。 

その症状、下肢静脈瘤かも！？ ぜひ、ご参加ください

日 時 平成２４年４月２１日（土）

１３:００～１５:００（開場１２:００～）

会 場 美浜町地域福祉センター（美浜町役場前）
日高郡美浜町和田1138-326

講 演 「足のむくみについて（下肢静脈瘤）」
心臓血管外科医長 畑田 充俊

「ボコボコ血管（教えて看護師さん
どうしたらいい？）」

看護師 石井 雅枝

その他 「測定コーナー」、「相談コーナー」を設置します。
お気軽にご相談ください。

こんな症状ありませんか？

【主催】独立行政法人国立病院機構 和歌山病院 地域医療連携室
０７３８（２３）３９２１ ｈｔｔｐ：//www.wakayama-hosp.jp/

骨密度測定・血圧測定等
１２：００～１２：５０頃 及び 講演終了後

重い

ほてる 痛む

むくむ

静脈が
浮き出て見える

つる

だるい

お申し込み・お問い合わせは・・・

-４- -３-

～こんな症状は危ない!?あなたの足の危険信号！～

　皆さんにご記入いただいたアンケート内容からも、

講演内容にご満足いただけた方が大多数であったので、

開催に携わった職員一同安堵の気持ちで一杯です。

　今回の失敗を反省材料として、市民公開講座を２回

目、３回目と開催してまいりますので、これからもご

出席の程、よろしくお願いいたします。 
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る診療所の先生から紹介いただき入院となった場

合、検査結果や診療方針をかかりつけ医との共有

や、かかりつけ医が当院へ来院し、直接患者様の

診察・指導などを行っておりますので、退院後も

安心して引き続きかかりつけ医の先生の診療を受

けていただけております。

　当院では今後とも地域の医療機関、施設との連

携を深め、地域に根ざした「安心と信頼をいただ

ける病院」であり続けるよう努力して参ります。

開放型病院事務局 小林 博之

　当院では、全自動免疫測定装置の更新に伴い、

新たに腫瘍マーカーやホルモンを測定できる全

自動化学発光免疫測定装置『ARCHITECTアナ

ライザーi1000』を導入しました。従来の感染

症項目（HBs－Ag、HBs－Ab、HCV、

TPAb、HIV－Ag/Ab等）や血中薬物濃度項目

（テオフィリン、シゴキシン、フェニトイン、

フェノバルビタール、カルバマゼピン、バルプ

ロ酸、バンコマイシン）に加え、肺がんの腫瘍

マーカーであるCEA、SCC、Pro－GRPや甲

状腺ホルモン（TSH、FT3、FT4）が測定可

能になりました。

　腫瘍マーカーはがん発生臓器と強い関連性を

持つ特徴があるため、血液中にこの物質が基準

値以上出たときはがんがあることが推測されま

す。確定診断はX線CTや血管造影などの画像診

断や生検などを統合して下されます。また、診

断が確定した後、

がんの進行程度の

判断や治療後の経

過観察、再発や転

移の発見に役立て

られています。

　甲状腺ホルモン

は分泌状態を見る

ことによって甲状腺の働きと異常（亢進症、低

下症）がわかります。動機や頻拍、息切れなど

の症状があるときは甲状腺ホルモンの過剰分泌

が原因で循環器疾患を引き起こしていることも

あります。

　和歌山病院では呼吸器疾患と循環器疾患の診

療に力を注いでいます。検査科では腫瘍マーカ

ーや甲状腺ホルモンを診察前検査として実施し、

素早い判断・治療に貢献しています。

　平成２４年２月１１日（土）に和歌山高専の

吹奏楽部によるコンサートを開催しました。吹

奏楽部顧問の河地先生率いる１１名の学生さん

達による演奏やサックスアンサンブル、クラリ

ネット&フルートアンサンブルなど、日頃の練

習の成果を十二分に発揮していただき、楽器の

説明もおもしろおかしく織り込みながら約１時

間演奏していただきました。患者様を含め５０

名を超える方々にご来場いただき、演奏やトー

クに聞き入りながら、楽しく心温まる一時を過

ごすことができました。今後もこのような患者

様の生活の質の向上の一貫として企画できたら

と思います。ご協力いただきました皆様に感謝

申し上げます。

-２- -５-

    全自動化学発光免疫測定装置

    ARCHITECTアナライザーi1000」導入!

素早い判断・治療に貢献！素早い判断・治療に貢献！素早い判断・治療に貢献！
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２　医療・診療の「質」の向上へ
　　　　　　　　　　副院長　　駿田　直俊
　　開放型病院13周年記念公開講座

３　第１回市民公開講座を開催して
　　　　　　
４　第２回公開講座のお知らせ
　　　◆「足のむくみについて（下肢静脈瘤）」
　　　◆「ボコボコ血管（教えて看護師さん
　　　　　　　　　　　　どうしたらいい？）」　

５　素早い判断・治療に貢献！
　　      全自動化学発光免疫測定装置の導入

　　ボランティアコンサート！
　       和歌山工業高等専門学校　吹奏楽部♪

６　外来診療担当表（4月1日～）
　   職員募集のお知らせ！

来外眠睡来外眠睡
駿田（再診） 駿田（初診）
COPD外来

担当医

※再診については原則、予約制にしております ※金曜日の畠Dr.の外来は第2･4週のみとなっております

※受付時間 8:30～11:30 診療時間 8:30～17:00　　（急患についてはこの限りではありません）

－１１５ 診 － － 金　井 －

再診

初診

畠（※）

専門外来（午後）
－ － 禁煙外来

乾（第1･3週）

赤松(第2･4･5週) －－－

１６ 診 駿　田 小　野 柳　本 赤　松

河　本
三輪（第1･3週）

呼
吸
器
セ
ン
タ

１４ 診 柳　本 川　端 市　川 小　野 平　松

神経内科 ６　診 － －
河本（第2･4週）

－

尾　鼻 － 尾　鼻 豊　田

４・６診 石　井 大原（せ） － ー 大原（茂）

有　本

循環器内科

３　診 楠　山 石　井 担当医 楠　山 水　越

５　診 豊　田

外　　科 ２　診 栗　山 担当医
平　井

（乳腺外来）
畑　田

平成24年4月1日

月 火 水 木 金

和歌山病和歌山病院 院 外来診療担当表外来診療担当表独立行政法人独立行政法人
国立病院機構国立病院機構

-６-

【当院の理念】

【患者の権利と義務】
◇患者の権利

1.良質で公平な医療を受けられる権利があります。
2.人格や価値観を尊重される権利があります。
3.診療に関して、十分な説明と情報を受ける権利があります。
4.治療法を選択できる権利があります。
5.病気の診断・治療・予後などに関して、他の医師の意見
（セカンドオピニオン）を聞くことができる権利があります。
6.個人情報を守られる権利があります。
7.貴方の診療記録の開示を求める権利があります。

◇患者の義務

1.ご自身の健康に関する情報を、できるだけ正確にお伝えください。
2.検査・治療は説明をうけ、十分な理解と納得の上で受けてください。
3.他の患者の治療や医療提供に支障を与えないように配慮してください。
4.医療費の支払い請求を受けたときは、遅滞なくお支払いください。

※和歌山病院は、「患者の権利宣言」（リスボン宣言）を尊重します。

　職員一同は、患者さまの権利と立場を
尊重し、地域と密着した「安心と信頼を
いただける病院」をめざします。
　本院は国が担うべき政策医療の専門病
院として、以下の疾患の診療に力を注い
でいます。

独立行政法人
国立病院機構

〒644-0044 和歌山県日高郡美浜町和田1138

　ホームページ　http：//www.wakayama-hosp.jp/
Tel 0738-22-3256 Fax 0738-23-3104和歌山病院

＜お問い合わせ＞

TEL 0738-22-3256（代表）

※夜間・休日は 0738-23-1506

FAX 0738-22-2008（地域医療連携室）

http://www.wakayama-hosp.jp/

独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構和歌⼭病院
〒644-0044 和歌山県日高郡美浜町和田1138

院 長／楠山 良雄 診療部長（内科系）／豊田 康誠

副院長／駿田 直俊 診療部長（外科系）／有本 潤司

呼吸器センター長／柳本 立太

ご連絡ご連絡

お問い合わせ
お問い合わせ

随時受付中
随時受付中

ご連絡

お問い合わせ

随時受付中
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